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總
持
寺
の
歴
史
―
―
鶴
見
移
転
を
中
心
と
し
て

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
顧
問　
　

納
冨
　
常
天

　

總
持
寺
は
成
立
し
て
か
ら
今
日
ま
で
六
百
九
十
年
、
鶴
見
移
転
ま
で
五
百
九
十
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
鶴
見
移
転
を
中
心

に
お
話
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
總
持
寺
成
立
以
降
の
粗
筋
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
与
え
ら

れ
た
時
間
が
三
十
五
分
で
す
か
ら
駆
け
足
に
な
る
こ
と
を
ご
諒
承
下
さ
い
。

　

配
布
し
ま
し
た
資
料
、
あ
る
い
は
前
方
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像
に
従
っ
て
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

諸
嶽
山
總
持
寺
の
成
立
は
、
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）、
瑩
山
紹
瑾
禅
師
（
一
二
六
八
～
一
三
二
五
）
に
よ
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
定
賢
権
律
師
が
能
登
国
鳳
至
郡
櫛
比
荘
諸
岡
村
（
現
石
川
県
輪
島
市
門
前
町
）
の
諸
岡
寺
観
音
堂
お
よ
び
寺
領
・
敷
地
の
寄
進
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
瑩
山
禅
師
は
永
平
寺
開
山
道
元
禅
師
に
参
じ
、
二
代
孤
雲
懐
弉
の
法
を
嗣
い
だ
徹
通
義
介
（
一
二
一
九
～
一
三
〇
九
）

の
弟
子
で
し
た
。

　

徹
通
義
介
は
永
平
寺
三
代
で
す
が
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
四
十
一
歳
の
時
、
中
国
に
渡
り
、
宋
朝
禅
林
の
修
行
規
則
や
伽
藍
結
構

お
よ
び
法
具
な
ど
を
記
録
し
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
帰
国
し
て
い
ま
す
。
そ
の
宗
風
は
宋
朝
禅
を
導
入
す
る
進
歩
的
・
積
極
的
な
も

の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
風
は
瑩
山
禅
師
に
も
継
承
さ
れ
、
ま
た
自
ら
の
体
験
も
踏
ま
え
た
宗
教
的
立
場
―
―
道
元
禅
師
の
正
伝
の
仏

法
に
立
脚
し
な
が
ら
、
興
法
利
生
の
た
め
に
は
随
世
随
時
す
る
―
―
は
、
曹
洞
宗
に
お
け
る
教
団
形
成
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
檀
家
を
重
視
し
、
民
衆
教
化
と
り
わ
け
女
人
救
済
に
努
め
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
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瑩
山
禅
師
は
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
總
持
寺
に
僧
堂
を
設
け
て
修
行
道
場
の
基
礎
を
築
き
、
わ
ず
か
三
年
余
り
で
、
三
十
年
と
い
う

長
い
年
月
、
修
行
を
と
も
に
し
た
弟
子
峨
山
韶
碩
禅
師
（
一
二
七
六
～
一
三
六
六
）
に
總
持
寺
住
持
職
を
譲
っ
て
い
ま
す
。

　

瑩
山
禅
師
の
進
歩
的
・
積
極
的
宗
風
を
引
き
継
い
だ
峨
山
禅
師
は
四
十
二
年
間
に
わ
た
り
住
持
職
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
總
持
寺
発
展

の
基
礎
を
確
立
し
、
教
団
の
全
国
的
展
開
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
の
事
績
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
が
二
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
弟
子
の
育
成
と
輪
住
（
輪
番
住
持
）
制
度
の
導
入
で
す
。

　

ま
ず
弟
子
の
育
成
で
す
が
、
五
哲
、
あ
る
い
は
二
十
五
哲
と
も
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
沢
山
の
優
れ
た
弟
子
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
弟
子
た
ち
は
全
国
的
に
進
出
し
、
十
六
国
・
二
十
寺
院
に
お
よ
ぶ
拠
点
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
れ

ぞ
れ
に
門
流
を
輩
出
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
教
団
形
成
の
萌
芽
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
輪
住
制
度
で
す
。
こ
の
「
輪
住
」
と
い
う
の
は
住
持
就
任
の
名
誉
と
、
輪
番
に
よ
る
本
山
護
持
発
展
の
責
務
、
こ
れ
を
平

等
に
享
受
す
る
と
と
も
に
負
荷
し
て
、
一
門
の
結
束
を
期
す
る
こ
と
で
す
。
短
期
間
に
住
持
を
交
代
す
る
わ
け
で
す
。
普
通
の
寺
院
は
、

住
持
職
が
亡
く
な
る
か
、
あ
る
い
は
病
気
に
な
っ
て
自
由
が
利
か
な
く
な
っ
た
、
そ
の
よ
う
な
時
に
引
退
す
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
独
住
と

い
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
輪
住
は
短
い
期
間
に
交
代
し
て
住
持
を
勤
め
る
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
制
度
は
も
ち
ろ
ん
瑩
山
禅

師
が
最
初
に
開
い
た
永
光
寺
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
峨
山
禅
師
は
そ
れ
を
引
き
継
い
で
厳
密
な
輪
住
制
度
を
確
立
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
ま
す
と
、
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
住
持
職
は
嗣
法
の
次
第
・
順
序
を
厳
守
し
、
器
用
の
仁
が
五
ヶ
年
勤
め
る
よ
う
定
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
時
代
が
下
る
に
と
も
な
い
、住
持
期
間
が
短
く
な
り
、明
徳
元
年（
一
三
九
〇
）に
は
三
十
七
ヶ
月
、永
享
二
年（
一
四
三
〇
）

に
は
半
年
に
な
り
、
や
が
て
後
で
触
れ
ま
す
五
院
の
住
持
が
交
代
で
七
十
五
日
間
ず
つ
總
持
寺
住
持
を
勤
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
単

に
和
尚
の
資
格
取
得
の
た
め
の
瑞
世
に
変
容
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
前
方
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像
は
、
總
持
寺
の
四
万
九
千
七
百
六
十
六
世

に
お
よ
ぶ
住
持
名
簿
で
あ
る
『
總
持
寺
住
山
記
』
で
す
。

　

今
出
て
い
る
映
像
の
地
図
は
資
料
に
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
上
が
總
持
寺
の
祖
院
で
、
一
番
下
が
永
平
寺
で
す
。
そ
れ
で
、
大
乗
寺
・
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永
光
寺
と
こ
う
い
う
位
置
的
な
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。
總
持
寺
は
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
や
が
て
五
院
が
成
立
し
、
変
容
し
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
は
五
哲
（
五
人
の
高
弟
）
に
よ
る
五
院
（
普
蔵
院
・
妙
高
庵
・
洞
川
庵
・
伝
法
庵
・
如
意
庵
）
が
少
な
く
と
も
明
徳
元
年

（
一
三
九
〇
）
頃
に
は
成
立
し
、總
持
寺
の
運
営
管
理
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
五
院
の
住
持
期
間
は
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）

頃
に
は
三
年
三
ヶ
月
で
し
た
が
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
か
ら
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
間
に
一
年
に
な
り
、
五
院
住
持
が
交
代

で
七
十
五
日
間
總
持
寺
の
住
持
を
勤
め
て
い
ま
す
。
ま
た
五
院
の
輪
番
住
持
を
勤
め
る
に
は
、
莫
大
な
経
費
を
必
要
と
し
ま
し
た
の
で
、

五
院
開
基
の
寺
院
の
み
に
よ
る
輪
住
が
困
難
に
な
り
、
輪
番
地
寺
院
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
全
部
で
三
百
三
十
九
ヶ
寺
（
普
蔵
院
百
三
ヶ

寺
、
妙
高
庵
八
十
五
ヶ
寺
、
洞
川
庵
五
十
一
ヶ
寺
、
伝
法
庵
四
十
九
ヶ
寺
、
如
意
庵
五
十
一
ヶ
寺
）
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
輪
番
地
寺
院
は

全
国
的
に
散
在
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は
總
持
寺
教
団
の
全
国
的
・
飛
躍
的
発
展
を
促
進
す
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
時
代
と
と
も
に
、
總
持
寺
は
展
開
を
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
間
に
経
済
的
基
盤
と
、
政
治
的
地
位
も
確
立
し
て
い

ま
す
。
在
地
（
地
元
）
の
地
頭
で
あ
る
長
谷
部
一
族
や
、
能
登
守
護
の
吉
見
一
族
、
あ
る
い
は
畠
山
一
族
が
田
地
の
寄
進
や
寺
領
の
安
堵
、

さ
ら
に
は
制
札
を
下
す
な
ど
外
護
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
長
谷
部
氏
は
仏
殿
や
法
堂
の
造
営
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
足
利
義

満
や
義
政
か
ら
祈
願
寺
と
寺
領
安
堵
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
總
持
寺
の
政
治
的
地
位
を
確
立
す
る
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
基
盤
を

安
定
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

次
に
江
戸
時
代
の
總
持
寺
に
つ
い
て
は
、
江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
で
あ
る

　
　
　
（
一
）
寺
院
諸
法
度
の
布
達
、

　
　
　
（
二
）
本
末
関
係
（
従
属
関
係
）
の
明
確
化
、

　
　
　
（
三
）
檀
家
制
度
の
設
定
、

　
　
　
（
四
）
寺
社
奉
行
の
設
置
、

　
　
　
（
五
）
学
問
の
奨
励
、
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（
六
）
関
三
刹
の
成
立

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
寺
院
諸
法
度
で
す
が
、
江
戸
幕
府
は
公
家
諸
法
度
、
あ
る
い
は
武
家
諸
法
度
を
出
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
寺
院
諸
法
度

を
布
達
し
て
い
ま
す
。
總
持
寺
諸
法
度
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
　
　

一
、
二
十
年
の
修
行
を
遂
げ
、
江
湖
頭
を
い
た
し
、
五
年
を
経
た
僧
、
転
衣
の
望
み
あ
ら
ば
、
嗣
法
師
の
推
挙
状
を
以
っ
て
、
登

　
　
　
　
　

山
致
し
、
申
し
こ
と
わ
る
べ
き
の
事

　
　
　

一
、
当
寺
（
總
持
寺
）
よ
り
伝
奏
に
つ
い
て
綸
旨
を
申
し
下
し
、
そ
の
上
を
以
て
出
世
転
衣
披
露
あ
る
べ
し
。
付
て
は
三
十
年
修

　
　
　
　
　

行
了
畢
に
非
ざ
れ
ば
、
法
幢
を
立
つ
べ
か
ら
ざ
る
の
事

　
　
　

一
、
出
世
の
戒
臘
は
、
綸
旨
の
日
付
次
第
た
る
べ
き
事

　
　
　

一
、
紫
衣
に
至
っ
て
は
、
永
平
寺
・
当
寺
（
總
持
寺
）
の
当
住
の
仁
た
る
者
、
奏
聞
を
経
て
勅
許
の
時
著
用
あ
る
べ
し
。
両
寺
の

　
　
　
　
　

外
一
切
著
用
あ
る
べ
か
ら
ず
。
退
院
に
お
い
て
は
紫
衣
を
脱
す
べ
き
事

　
　
　

一
、
開
山
・
二
代
忌
と
も
、
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
ヶ
国
の
諸
末
寺
残
ら
ず
出
仕
す
べ
し
。
但
し
遠
国
は
志
趣
次
第
た
る
べ
き
事

　
　
　

右
近
年
法
度
相
み
だ
れ
、
往
々
紫
衣
・
黄
衣
著
用
の
僧
巷
衢
に
満
つ
。
仏
制
に
違
い
人
の
嘲
り
を
受
け
、
法
道
陵
夷
こ
こ
に
於
て

　
　

甚
し
き
は
無
し
。
且
つ
は
仏
法
紹
隆
の
た
め
、
且
つ
は
宗
門
繁
栄
の
た
め
相
定
め
訖
る
。
若
し
違
背
の
僧
徒
こ
れ
あ
る
に
於
て
は
、

　
　

配
流
に
処
す
べ
き
も
の
な
り
。
仍
っ
て
件
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
和
元
乙
卯
年
七
月　

日
（
朱
印
）

                   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
德
川
家
康
）
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こ
の
よ
う
に
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
德
川
家
康
は
五
条
か
ら
な
る
法
度
（
法
令
）
を
布
達
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
永
平
寺
の
方
に

も
同
じ
よ
う
に
五
条
の
諸
法
度
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
身
は
少
し
違
い
ま
す
。

　

次
に
（
二
）
本
末
関
係
の
明
確
化
で
す
が
、
幕
府
は
諸
宗
に
対
し
本
末
帳
の
作
成
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
曹
洞
宗
で
も
資
料
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
本
末
帳
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
か
ら
、
何
回
も
作
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
總
持
寺
の
宝
物
殿
に
あ
る
『
延
享
度
曹
洞
宗

寺
院
本
末
牒
』（
関
三
刹
・
可
睡
斎
、
全
二
十
三
冊
）
に
よ
り
ま
す
と
、
曹
洞
宗
寺
院
一
万
七
千
五
百
六
十
七
ヶ
寺
の
う
ち
、
總
持
寺
末

が
一
万
六
千
百
九
十
七
ヶ
寺
、
永
平
寺
末
が
千
三
百
七
十
ヶ
寺
、
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
ま
す
と
、
總
持
寺
末
が
九
十
二
・
二
％
、
永
平
寺
が
七
・

八
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
や
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
本
末
帳
に
よ
り
ま
す
と
、
九
十
五
％
以
上
が
總

持
寺
末
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
曹
洞
宗
教
団
の
大
部
分
を
總
持
寺
末
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
（
三
）
檀
家
制
度
の
制
定
で
す
が
、
さ
き
ほ
ど
木
村
学
長
か
ら
、
檀
家
を
重
ん
じ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
江
戸
幕
府
に
お
け
る
檀
家
制
度
の
制
定
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
目
的
で
し
た
。
ま
た
こ
れ
は
仏
教
の
普
遍
化
を
ま
ね
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
や
が
て
こ
の
政
策
は
僧
侶
の
堕
落
を
醸
成
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
は
（
四
）

の
寺
社
奉
行
が
設
置
さ
れ
、
全
国
寺
社
の
支
配
体
制
が
出
来
あ
が
り
ま
す
。
次
に
（
五
）
学
問
の
奨
励
で
す
が
、
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
駒
込
吉
祥
寺
（
栴
檀
林
）
な
ど
の
学
寮
が
設
置
さ
れ
、
宗
学
の
発
展
が
見
ら
れ
ま
す
と
同
時
に
、
月
舟
宗
胡
な
ど
に
よ
り
、
宗
統
復

古
運
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
（
六
）
関
三
刹
（
総
寧
寺
・
龍
穏
寺
・
大
中
寺
）
の
成
立
で
す
が
、
関
三
刹
は
、
幕
法
（
幕
府
の
法
令
）
布
達
の
窓
口
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
や
が
て
政
治
的
権
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
宗
内
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
裁
断
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
本
末
関
係
を
完
全
に
無
視
し
た
も
の
で
、
本
山
で
あ
る
總
持
寺
は
永
平
寺
と
と
も
に
、
単
な
る
権
威
の
象
徴
的
存
在
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
ば
か
り
か
、
總
持
寺
の
末
寺
で
あ
る
関
三
刹
か
ら
永
平
寺
の
住
職
に
昇
住
す
る
と
い
う
、
法
系
の
上
か
ら
も
、
本

末
関
係
の
上
か
ら
も
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）、
総
寧
寺
嶺
巌
英
峻
が
二
十
七
世
と
し
て
昇
住
し
て
以
降
、
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二
十
九
世
鉄
心
御
州
か
ら
六
十
世
臥
雲
童
龍
ま
で
三
十
二
人
、
二
百
十
一
年
の
長
き
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
總
持
寺
の
山
内
組
織
と
経
営
で
す
が
、
總
持
寺
の
山
内
に
は
五
院
と
、
塔
頭
の
二
十
二
ヶ
寺
が
あ
り
、
總
持
寺
の
管
理
運

営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
安
政
六
年
諸
般
書
上
」
を
掲
げ
て
お
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
当
時
の

總
持
寺
の
状
況
を
示
す
も
の
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
す
。
諸
堂
舎
は
七
十
余
棟
、
定
詰
の
人
間
は
四
百
五
十
八
名
、
そ
の
中
で
出

家
者
が
二
百
八
十
二
人
、
俗
人
が
百
七
十
六
人
、
そ
れ
か
ら
、
収
入
が
二
千
七
百
五
十
八
両
と
三
百
二
十
俵
（
五
斗
入
）、
支
出
が

二
千
三
百
二
十
一
両
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
借
財
が
一
七
〇
〇
両
も
あ
り
、
非
常
に
困
窮
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
な
ん
と
か
や
り
く
り
し
て
い
る
の
は
、
遠
忌
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
で
す
。
瑩
山
禅
師
、
峨
山
禅
師
、
お
よ
び
五
院
の
開
基
、
合
計

七
人
の
遠
忌
が
五
十
年
毎
に
あ
り
ま
す
の
で
、
平
均
し
ま
す
と
七
年
毎
に
遠
忌
と
勧
化
（
寄
付
）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開

山
・
二
代
忌
に
は
二
千
両
、
五
院
開
基
は
千
両
を
募
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
中
か
ら
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
借
入
金
の
一
部
を
返

済
に
充
て
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
明
治
維
新
と
總
持
寺
で
は

　
　
　
（
一
）
明
治
政
府
の
宗
教
政
策

　
　
　
（
二
）
總
持
寺
と
近
代
教
団
の
成
立

　
　
　
（
三
）
鶴
見
移
転
と
伽
藍
の
整
備

を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
（
一
）
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
で
は
神
仏
分
離
令
と
社
寺
領
上
地
令
が
実
施
さ
れ
、
總
持
寺
は
寺
領
四
百
石
が
没
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
二
）
總
持
寺
と
近
代
教
団
の
成
立
で
は
宗
教
改
革
案
の
提
出
、
輪
住
制
の
廃
止
、
両
山
盟
約
、
總
持
寺
分
離
独
立
事
件
な
ど
を
取
り

上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
宗
教
改
革
案
の
提
出
で
す
が
、こ
れ
は
永
平
寺
六
十
世
臥
雲
童
龍
（
總
持
寺
末
の
大
中
寺
か
ら
昇
住
）

が
明
治
政
府
に
提
出
し
た
も
の
で
、
内
容
は
関
三
刹
の
廃
止
、
總
持
寺
の
本
山
職
を
改
め
、
永
平
寺
を
総
本
山
と
し
て
、
曹
洞
宗
を
支
配
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す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
明
治
政
府
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
こ
れ
を
認
可
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
總
持
寺
は
、
由
緒
や
格
式

な
ど
曹
洞
宗
の
歴
史
、
あ
る
い
は
總
持
寺
教
団
の
実
態
（
末
寺
の
数
）
を
無
視
す
る
も
の
と
し
て
、
再
三
政
府
に
対
し
て
猛
烈
な
抗
議
を

し
ま
す
が
、
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
明
治
三
年
に
は
輪
住
制
度
を
廃
止
し
独
住
制
に
改
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
總
持
寺
の
住
持
職
は
、
宗
門
の
中

で
碩
学
知
識
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
独
住
制
移
行
に
当
た
っ
て
は
選
挙
に
よ
っ
て
行
う
よ
う
政
府
に
御
伺
い
を

立
て
て
い
ま
す
。
選
挙
は
六
人
の
候
補
者
に
よ
る
も
の
で
、
天
徳
院
奕
堂
が
当
選
し
、
独
住
第
一
世
の
住
持
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
永
平
寺
と
總
持
寺
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
天
正
末
期
（
一
五
九
〇
年
頃
）
か
ら
出
世
道
場
と
し
て
、
転

衣
出
世
者
（
転
衣
料
五
両
）
の
獲
得
を
め
ぐ
り
争
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
永
平
寺
五
十
世
玄
透
即
中
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
嘉
永
三

年
（
一
八
五
〇
）
か
ら
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
ま
で
、
衣
体
（
服
装
）
に
つ
い
て
論
争
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
袈
裟
に
つ
い
て
、
環
の

有
無
の
問
題
で
し
た
。
總
持
寺
は
開
山
以
来
環
紐
の
袈
裟
を
着
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
永
平
寺
は
道
元
禅
師
の
家
訓
に
反
す
る
も
の
と

し
て
、
十
二
年
間
争
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
た
だ
単
に
、
永
平
寺
と
總
持
寺
の
争
い
に
止
ま
ら
ず
、
永
平
寺
は
島
津
氏
、
老
中
、
大
奥
、

大
老
井
伊
直
弼
に
対
し
、
總
持
寺
は
、
前
田
家
、
御
守
殿
老
女
、
大
奥
、
寺
社
奉
行
と
い
う
構
図
で
争
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
論
争
で
、

よ
り
借
金
す
る
わ
け
で
す
。
地
元
能
登
黒
島
の
回
船
業
者
、
森
岡
屋
を
は
じ
め
穴
水
の
七し
つ
み海
屋
弥
七
郎
、
輪
島
の
松
木
屋
伊
兵
衛
、
京
都

の
法
具
屋
な
ど
か
ら
大
量
に
借
金
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
前
々
か
ら
、
対
立
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
臥
雲
童
龍
が
提
出
し
た
宗
教
改
革
案
は
、
總
持
寺
と
の

対
立
を
一
層
深
め
る
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
大
蔵
省
が
こ
の
紛
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
、
両
本
山
制
を
骨
子
と
し
た
要
領
五
ヶ
条
を
示

し
、
和
協
の
盟
約
を
締
結
す
る
よ
う
勧
告
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
勧
告
に
従
い
協
議
を
行
っ
た
結
果
は
盟
約
書
十
ヶ
条
に
成
文
化
さ
れ
、
明

治
十
二
年
「
両
山
盟
約
」
と
し
て
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
多
年
に
わ
た
る
両
本
山
の
対
立
抗
争
は
一
旦
終
止
符
が
打
た
れ
、
教

団
の
近
代
化
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
總
持
寺
の
分
離
独
立
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
資
料
を
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見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
が
、今
日
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す「
鶴
見
移
転
を
中
心
と
し
て
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
鶴
見
移
転
と
伽
藍
の
整
備
で
は
、

　
　
　
（
ア
）
鶴
見
移
転
の
背
景

　
　
　
（
イ
）
鶴
見
移
転
の
原
因

　
　
　
（
ウ
）
鶴
見
移
転
の
経
緯

　
　
　
（
エ
）
總
持
寺
鶴
見
移
転
の
理
由

　
　
　
（
オ
）
總
持
寺
移
転
問
題
の
解
決

　
　
　
（
カ
）
鶴
見
總
持
寺
の
伽
藍
整
備

　

ま
ず
（
ア
）
鶴
見
移
転
の
背
景
で
す
が
、
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
な
ど
に
よ
る
影
響
で
總
持
寺
は
衰
退
を
し
て
い
き
ま
す
。
と
り
わ
け

財
政
的
に
衰
退
を
し
ま
す
。
そ
れ
は
版
籍
奉
還
と
廃
藩
置
県
に
よ
る
加
賀
前
田
家
の
援
助
が
途
絶
し
ま
す
。
加
賀
前
田
家
は
江
戸
時
代
を

通
じ
て
、
非
常
に
大
き
な
援
助
を
し
て
い
ま
す
。
寺
領
四
百
石
を
与
え
た
ば
か
り
か
、
財
政
的
に
も
、
あ
る
い
は
地
材
木
の
寄
付
や
人
足

の
派
遣
な
ど
手
厚
い
外
護
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
版
籍
奉
還
や
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
前
田
家
の
援
助
が
途
絶
し
た
の
み
な
ら
ず
、
社

寺
領
上
知
令
に
よ
り
、
總
持
寺
は
寺
領
の
四
百
石
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
輪
住
制
の
廃
止
、
あ
る
い
は
五
院

の
廃
止
と
い
う
羽
目
に
な
り
、
本
山
と
し
て
の
運
営
も
窮
地
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
年
間
二
百
人
か
ら
三
百
人
ほ
ど
の
輪
住
者

が
あ
り
、
そ
の
官
金
（
出
世
転
衣
料
）
が
一
人
五
両
で
し
た
か
ら
、
仮
に
二
百
人
で
す
と
千
両
に
な
り
、
總
持
寺
経
営
の
大
き
な
財
源
で

し
た
。
ま
た
五
院
の
輪
住
に
よ
り
、
門
前
町
も
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
院
の
廃
止
に
よ
り
疲
弊
の
一
途
を
辿
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
鶴
見
移
転
の
直
接
の
原
因
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
十
三
日
に
発
生
し
た
主
要
伽
藍
・
諸
堂
の
回

禄
で
し
た
。「
曹
洞
宗
大
本
山
諸
嶽
山
總
持
寺
焼
失
並
残
存
区
分
真
図
」
に
よ
り
ま
す
と
、
主
要
伽
藍
を
中
心
と
し
た
赤
い
部
分
が
焼
失

し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
わ
ず
か
に
右
端
の
方
に
あ
る
二
つ
の
宝
庫
や
、
珠
橋
よ
り
外
に
あ
る
経
蔵
な
ど
が
免
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
幸
い
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に
経
蔵
・
宝
庫
が
焼
失
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
こ
の
後
岩
橋
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
く
文
化
財
や
今
日
總
持
寺
宝
物
殿
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る
古
文
書
な
ど
も
助
か
っ
た
わ
け
で
す
。
な
お
下
の
部
分
に
火
災
の
発
生
か
ら
、
そ
の
実
情
が
細
か
く
記
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
絵
図

の
紙
背
に
は
焼
失
し
た
部
分
と
残
存
し
た
部
分
に
区
分
け
し
、
建
物
別
に
法
具
、
そ
れ
か
ら
常
住
物
な
ど
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
図
は
関
係
機
関
や
末
派
寺
院
に
対
す
る
焼
失
の
実
情
報
告
と
、
再
建
勧
化
（
募
金
）
の
た
め
の
も
の
で
非
常
に
重
要
で
す
。

　

次
に
鶴
見
移
転
の
経
緯
で
す
が
、
火
災
当
時
は
独
住
二
世
畔
上
楳
仙
禅
師
の
時
代
で
し
た
が
、
總
持
寺
東
京
出
張
所
石
川
素
童
監
院
は
、

宗
務
局
や
全
国
末
派
寺
院
に
、
先
述
の
總
持
寺
焼
失
図
と
宗
報
を
通
じ
、
罹
災
の
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
再
建
本
部
を
芝
公
園
の

總
持
寺
東
京
出
張
所
に
置
き
、
祖
地
（
能
登
門
前
町
）
再
建
運
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
總
持
寺
直
末
寺
院
会
議
を
開
い
て
、
再
建

方
針
や
方
法
な
ど
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
宗
務
局
も
大
本
山
總
持
寺
諸
堂
再
建
の
告
諭
や
そ
れ
に
関
す
る
諸
法
規
を
発
令
し
、
一
宗

が
協
力
し
て
大
工
事
の
達
成
を
期
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
再
建
予
算
は
北
国
新
聞
な
ど
に
よ
り
ま
す
と
、四
十
九
万
七
千
円
で
し
た
。

　

ま
た
再
建
に
つ
い
て
の
勧
募
も
、
内
務
大
臣
の
許
可
を
得
て
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
五
日
、
宗
務
局
の
大
本
山
總
持
寺
諸
堂
再
建
告

諭
に
附
帯
し
た
諸
法
規
第
六
号
の
再
建
祠
堂
勧
募
規
程
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
勧

募
の
組
織
は
、
勧
募
委
員
長
を
全
国
の
各
宗
務
支
局
長
、
今
日
の
宗
務
所
長
、
勧
募
委
員
は
各
寺
院
の
住
職
、
勧
募
委
員
補
は
檀
家
総
代
、

さ
ら
に
は
勧
募
奨
励
専
使
、
勧
募
督
励
員
、
整
理
委
員
、
巡
回
専
使
な
ど
も
置
き
、
勧
募
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
思
う
よ

う
に
捗
ら
ず
、
寄
付
金
募
集
延
期
願
を
内
務
大
臣
原
敬
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
『
瑩
山
清
規
』
に
基
づ
く
行
持
の
遂
行
や
、
瑞
世
な

ど
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
、
早
速
仮
大
祖
堂
な
ど
仮
の
堂
宇
四
棟
の
建
設
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
は
じ
め
は
も
と
の
と
こ
ろ
に
再
建
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
同
三
十
二
年
十
一
月
十
三
日
、
東
京
長
慶
寺
住
職

武
藤
弥
天
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
府
下
曹
洞
宗
寺
院
住
職
五
十
二
名
の
「
總
持
寺
東
京
移
転
建
白
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
白
書

に
掲
げ
ら
れ
た
理
由
は
次
の
よ
う
な
五
項
目
で
し
た
。
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第
一　

一
宗
の
本
山
を
北
陸
辺へ
ん
す
う陬
の
地
に
置
く
は
時
勢
に
適
せ
ざ
る
事

　
　
　

第
二　

一
宗
の
本
山
を
北
陸
辺
陬
の
地
に
置
く
は
不
便
な
る
事
（
道
俗
の
参
詣
に
不
便
）

　
　
　

第
三　

本
山
を
都
会
付
近
の
地
に
移
転
せ
し
む
る
は
経
済
上
有
利
な
る
事
（
旅
費
等
無
用
の
出
費
を
省
け
る
）

　
　
　

第
四　

本
山
を
都
会
付
近
の
地
に
移
転
せ
し
む
る
は
布
教
伝
道
に
益
あ
り
（
布
教
伝
道
の
実
が
あ
が
る
）

　
　
　

第
五　

御
本
山
の
移
転
地
は
東
京
付
近
な
る
を
要
す
（
東
京
付
近
の
土
地
で
廉
価
且
つ
適
当
な
場
所
）

　
　
　
　
　
　

旧
跡
は
祖
廟
と
し
て
最
も
慎
重
に
保
存
す
べ
し

　

こ
の
よ
う
に
、
本
山
總
持
寺
が
北
陸
の
辺
境
に
あ
る
の
は
、
時
代
的
に
、
ま
た
全
国
の
末
寺
や
檀
信
徒
の
参
拝
、
さ
ら
に
は
不
経
済
で

あ
る
ば
か
り
か
布
教
伝
道
に
も
不
適
と
し
て
、
積
極
的
に
東
京
あ
る
い
は
東
京
近
辺
の
適
当
な
場
所
に
移
転
す
る
よ
う
建
白
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
資
料
に
は
書
い
て
お
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諸
宗
に
率
先
し
て
天
子
の
膝
元
に
こ
れ
を
移
し
、
宗
門
百
年
の
大
計
を
樹
立
す

る
と
い
う
趣
旨
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
動
向
は
東
京
だ
け
で
は
な
く
、
明
治
三
十
三
年
七
月
に
は
、
時
の
總
持
寺
貫
首

独
住
二
世
畔
上
禅
師
が
長
野
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
長
野
県
北
部
曹
洞
宗
寺
院
住
職
・
檀
信
徒
な
ど
が
「
總
持
寺
東
京
移
転
建

白
書
」
を
提
出
し
請
願
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
東
京
の
建
白
書
と
同
じ
よ
う
に
、
地
理
の
便
不
便
、
時
勢
の
如
何
に
鑑
み
、
将
来
に
遺
憾

な
き
よ
う
適
当
な
位
置
に
遷
す
こ
と
、
東
京
は
中
央
政
府
の
所
在
地
で
商
工
業
の
中
心
で
あ
り
、
日
本
国
民
・
外
国
国
民
の
集
合
す
る
場

所
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
布
教
も
興
学
も
実
効
を
奏
す
る
と
し
て
、
東
京
移
転
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
な
お
こ
の
度
の
火
災
は
、
瑩
山

禅
師
が
移
転
の
機
を
促
し
た
も
の
と
も
言
っ
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
明
治
三
十
三
年
六
月
、
大
分

県
有
志
寺
院
に
よ
る
建
白
書
も
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
浅
草
寺
や
金
毘
羅
宮
な
ど
を
挙
げ
、
御
賽
銭

や
寄
付
金
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
現
実
的
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
冒
頭
近
く
に
「
我
大
本
山
總
持
寺
ヲ

以
テ
東
京
ヘ
移
転
ス
ル一 一

ハ
去
ル
明
治
廿
九
年
九
月
十
二
日
既
ニ
建
白
書
ヲ
奉
呈
致
シ
置
キ
其
ノ
地
論
ハ
如
何
哉
」
と
あ
り
、
火
災
前
の
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明
治
二
十
九
年
に
、
東
京
移
転
の
建
白
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
建
白
書
に
よ
る
東
京
移
転
問
題
は
、
再
建
事
業
に
お
け
る
最
大
の
要
路
と
し
て
、
宗
内
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
は
、
道
元
禅
師
の
六
百
五
十
回
大
遠
忌
の
法
会
が
永
平
寺
で
奉
修
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
再

建
運
動
は
余
り
進
捗
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
三
十
六
年
六
月
十
八
日
の
栗
山
泰
音
師
（
後
独
住
八
世
）
の
手
記
に
よ
り
ま
す
と
、
同
師

と
旧
知
の
関
係
に
あ
り
ま
し
た
鶴
見
成
願
寺
住
職
加
藤
海
応
師
が
、
本
山
へ
土
地
（
境
内
）
献
納
を
極
秘
裡
に
談
示
し
、
内
々
に
栗
山
・

石
川
両
師
の
間
で
も
總
持
寺
移
転
地
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
明
治
三
十
七
年
に
は
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
再
建
運
動
は
一
時
停
滞
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
明
治
三
十
八
年
四

月
、
西
有
禅
師
が
退
隠
さ
れ
、
石
川
禅
師
が
貫
首
に
就
任
さ
れ
ま
す
と
、
今
ま
で
沈
滞
し
て
い
ま
し
た
再
建
事
業
も
よ
う
や
く
活
発
化
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
東
京
移
転
の
気
運
も
よ
り
台
頭
し
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
賛
否
に
つ
い
て
の

議
論
も
一
段
と
熱
気
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
日
露
戦
争
も
終
結
し
た
翌
三
十
九
年
七
月
十
日
に
は
、
永
平
寺
貫
首
森
田
悟
由
禅
師
か
ら
鶴

見
移
転
の
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、
七
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
東
京
芝
青
松
寺
で
曹
洞
宗
諮
詢
会
を
開
き
、
總
持
寺
移
転
に

つ
い
て
熟
議
の
結
果
、
東
京
付
近
の
地
に
移
転
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
七
月
二
十
三
日
、
金
沢
に
あ
る
北
国
新
聞
が
、
總
持
寺
の
鶴
見
移
転
を
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
し

ま
し
た
の
で
、
門
前
住
民
は
驚
き
と
同
時
に
悲
憤
慷
慨
し
、
八
月
二
日
、「
能
本
山
非
移
転
同
盟
倶
楽
部
」
が
設
立
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

同
盟
規
約
を
作
り
、
移
転
反
対
の
狼
煙
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
　
　

一
、
同
盟
者
ハ
本
旨
趣
貫
徹
ノ
タ
メ
必
ス
同
一
ノ
行
途
ヲ
採
ル
コ
ト

　
　
　

一
、
總
持
寺
移
転
派
ニ
対
シ
テ
ハ
排
斥
又
ハ
絶
交
ス
ル
コ
ト
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こ
の
よ
う
な
猛
烈
な
反
対
が
起
き
ま
し
た
の
で
、
石
川
禅
師
は
説
明
の
た
め
帰
山
し
ま
す
。
帰
山
に
あ
た
り
警
官
も
防
備
に
当
た
り
ま
し

た
が
、
随
行
者
の
人
力
車
が
転
覆
さ
れ
た
り
、
散
々
に
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
る
程
の
過
熱
ぶ
り
で
し
た
。
そ
れ
は
門
前
住
民
に
と
り
ま
し

て
は
死
活
問
題
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
し
て
、
總
持
寺
は
檀
信
徒
に
対
し
、
總
持
寺
六
百
年
来
の
歴
史
と
、
移
転
は

万
世
不
抜
の
鴻
図
で
あ
る
か
ら
、
同
意
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
十
一
月
十
三
日
に
は
金
沢
市
公
会
堂
で
、
石
川
県
信
徒
大
会
を
開
き
、

移
転
反
対
を
決
議
し
、
内
務
大
臣
や
石
川
県
知
事
に
陳
情
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
總
持
寺
は
石
川
県
信
徒
大
会
に
関
与
し
た
三
人
の

信
徒
総
代
を
解
除
（
解
任
）
し
、
東
京
地
区
の
新
し
い
信
徒
総
代
三
人
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
總
持
寺
移
転
願
の
申
請
を
す
る
た

め
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、鶴
見
移
転
に
あ
た
り
計
画
し
た
敷
地
十
六
町
二
段
余
を
確
保
す
る
必
要
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

い
ろ
い
ろ
と
協
議
さ
れ
、
前
に
解
除
し
た
信
徒
総
代
も
復
帰
し
、
信
徒
総
代
は
六
人
に
な
り
ま
す
。

　

總
持
寺
移
転
の
理
由
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　
　
　

①
土
地
辺
陬
に
し
て
交
通
参
拝
に
不
便
な
る
事

　
　
　

②
山
法
の
沿
革
上
よ
り
交
通
便
利
の
地
に
移
転
す
る
必
要
あ
る
事

　
　
　

③
石
川
県
下
本
宗
檀
信
徒
及
一
般
人
民
は
移
転
に
反
対
す
る
理
由
及
実
力
を
有
せ
ざ
る
事

　
　
　

④
絶
対
に
非
移
転
を
主
張
し
又
は
太
祖
有
縁
の
地
に
移
転
す
べ
し
と
す
る
は
と
も
に
所
以
な
き
僻
説
な
る
事

　
　
　

⑤
東
京
に
於
け
る
全
国
一
般
の
大
勢
よ
り
移
転
の
便
益
を
立
証
す
る
事

　
　
　

⑥
旧
来
の
境
地
に
本
山
を
再
建
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
な
る
事

以
上
の
六
項
目
を
地
元
住
民
に
示
し
、
全
国
一
宗
の
意
嚮
概
ね
移
転
に
決
定
せ
る
事
、
移
転
先
境
内
の
一
部
に
充
用
す
べ
き
土
地
の
譲
与

を
申
出
た
る
者
あ
る
事
（
成
願
寺
境
内
一
万
七
千
六
百
七
十
九
坪
）、
同
列
本
山
永
平
寺
の
同
意
を
得
た
る
事
、
末
派
諮
詢
会
の
可
決
を
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経
た
る
事
（
五
十
五
名
中
賛
成
四
十
五
名
）、
直
末
評
定
の
可
決
を
経
た
る
事
（
百
三
十
一
ヶ
寺
中
、
百
十
一
ヶ
寺
賛
成
、
十
六
ヶ
寺
無

住
、
条
件
付
二
ヶ
寺
、
非
移
転
二
ヶ
寺
）、
移
転
先
土
地
買
入
の
契
約
を
為
し
た
る
事
（
敷
地
＝
田
畠
・
宅
地
・
山
林
三
万
一
千
百
十
坪
）、

こ
れ
に
譲
与
さ
れ
た
成
願
寺
境
内
一
万
七
千
六
百
七
十
九
坪
、
合
計
四
万
八
千
七
百
八
十
九
坪
で
あ
る
事
、
こ
れ
に
比
し
、
門
前
町
境
内

一
万
七
千
七
百
八
十
八
坪
（
飛
地
四
千
三
百
坪
を
含
む
）
で
あ
る
事
な
ど
を
挙
げ
、
總
持
寺
の
鶴
見
移
転
を
決
定
的
に
し
ま
し
た
。

　

總
持
寺
の
鶴
見
移
転
が
、
住
民
の
合
意
を
得
て
、
正
式
に
決
定
し
ま
す
と
、
再
建
予
定
地
の
買
収
に
あ
た
り
、
地
元
有
力
者
を
移
転

再
建
予
定
用
地
買
収
交
渉
委
員
に
委
嘱
し
、
本
格
的
に
移
転
再
建
予
定
用
地
の
買
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地
価
は
お
よ
そ
坪
七
十

銭
か
ら
一
円
三
十
銭
、
敷
地
契
約
は
内
金
一
割
で
、
残
金
は
登
録
済
み
の
時
点
で
支
払
う
こ
と
に
取
り
決
め
て
い
ま
す
。
内
金
だ
け
で

二
千
八
百
十
円
払
っ
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　

鶴
見
移
転
の
経
緯
は
以
上
の
通
り
で
す
が
、
地
元
住
民
は
妥
協
の
条
件
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
十
三
ヶ
条
に
わ
た
る
要
望
書
を
出
し
て

い
ま
す
。
北
国
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、

　
　
　

妥
協
の
条
件

　
　
　

①
門
前
に
新
設
す
べ
き
建
造
物
の
称
号
は
本
山
總
持
寺
別
院
と
す
る
こ
と

　
　
　

②
別
院
建
築
予
算
額
七
万
六
千
七
百
円
の
外
に
、
四
万
六
千
三
百
円
を
本
山
よ
り
特
別
に
補
助
し
、
併
せ
て
十
二
万
三
千
円
と
し
、

　
　
　
　

尚
地
方
信
徒
に
於
て
は
法
令
に
據
り
、
相
当
の
手
続
き
を
経
て
、
能
登
一
円
に
て
予
算
額
二
万
七
千
円
を
募
集
し
之
に
加
へ
、

　
　
　
　

総
額
十
五
万
円
を
別
院
諸
殿
堂
の
建
造
費
に
充
つ
る
こ
と
。
但
し
本
山
は
能
登
在
住
の
檀
信
徒
に
対
し
再
建
費
を
募
ら
ず
、
信

　
　
　
　

徒
は
能
登
国
以
外
に
対
し
別
院
建
築
費
を
募
集
せ
ざ
る
こ
と

　
　
　

③
別
院
は
両
本
山
以
外
の
特
殊
の
性
質
を
保
た
し
む
。
又
末
派
寺
院
の
班
に
列
せ
し
め
ず
、
本
山
現
貫
首
代
々
住
職
を
兼
ぬ
る
こ
と

　
　
　

④
本
山
貫
首
解
任
の
場
合
に
は
別
院
を
隠
棲
の
処
と
す
る
こ
と
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⑤
前
任
の
遠
忌
に
は
貫
首
自
ら
参
詣
し
法
要
を
執
行
す
る
こ
と

　
　
　

⑥
宝
物
什
器
の
内
別
院
附
属
を
要
す
る
も
の
は
別
院
に
存
置
す
る
こ
と

　
　
　

⑦
別
院
に
は
建
設
部
を
置
き
、
本
年
九
月
よ
り
起
工
し
、
向
ふ
五
ヶ
年
を
期
し
落
成
す
る
こ
と

　
　
　

⑧
別
院
の
建
設
は
移
転
願
と
同
時
に
認
可
を
申
請
す
る
こ
と

　
　
　

⑨
当
別
院
の
外
将
来
大
本
山
總
持
寺
別
院
を
建
設
せ
ざ
る
こ
と

　
　
　

⑩
別
院
に
五
十
名
の
僧
侶
を
常
に
置
き
、
教
育
を
盛
大
に
し
、
尚
発
達
に
伴
い
僧
侶
を
増
加
す
る
こ
と

　
　
　

⑪
適
当
の
地
所
を
買
入
れ
植
林
を
為
し
、
別
院
永
遠
の
基
礎
を
鞏
固
な
ら
し
む
る
こ
と

　
　
　

⑫
別
院
信
徒
総
代
は
別
院
方
面
の
地
方
信
徒
に
限
る
こ
と

　
　
　

⑬
現
在
本
山
總
持
寺
所
有
田
畑
山
林
は
合
せ
て
反
別
二
十
一
町
五
反
一
畝
十
六
歩
を
別
院
の
永
遠
基
本
財
産
と
し
、
此
収
入
部
分

　
　
　
　

及
雑
収
入
を
以
て
別
院
の
年
度
経
常
費
に
充
て
、
尚
毎
年
六
百
四
十
余
円
を
本
山
よ
り
特
別
補
助
す
る
こ
と
。

　

な
お
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
一
月
二
十
九
日
、
信
徒
代
表
酒
井
嘉
右
衛
門
な
ど
六
人
、
参
与
二
人
が
連
判
し
、
石
川
素
童
貫
首
宛

に
「
啓け
い
よ
く
し
ょ

沃
書
」（
十
四
ヶ
条
）
を
提
出
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
は
北
国
新
聞
が
報
じ
た
地
元
住
民
の
要
望
書
と
大
同
小
異
で
す
。
ま
た
明

治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
七
月
、
別
院
は
祖
院
に
改
称
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
鶴
見
總
持
寺
の
伽
藍
整
備
に
つ
い
て
で
す
が
、
地
鎮
式
が
明
治
四
十
年
十
月
十
七
日
、
起
工
式
が
翌
四
十
一
年
十
一
月
七
日
、

移
転
遷
祖
式
が
四
十
四
年
十
一
月
五
日
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
伽
藍
再
建
費
や
用
地
買
収
費
、
お
よ
び
別
院
復
興
費
な
ど
に
つ

い
て
、「
諸
殿
堂
再
建
并
土
地
設
計
」
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　

諸
殿
堂
再
建
并
土
地
設
計
費
―
―
百
十
九
万
二
十
五
円
三
十
三
銭
三
厘



總持寺の歴史――鶴見移転を中心として

― 23 ―

　
　
　
　

内　

訳

　
　
　
　
　

諸
殿
堂
再
建
費
―
―
―
―
―
八
十
九
万
八
千
百
十
二
円
四
銭
一
厘

　
　
　
　
　

諸
殿
堂
作
事
用
材
費
―
―
―
八
万
六
千
百
十
二
円
三
銭
六
厘

　
　
　
　
　

法
器
法
具
代
―
―
―
―
―
―
一
万
五
千
四
百
七
十
五
円

　
　
　
　
　

土
地
設
計
敷
地
購
入
費
―
―
十
九
万
三
百
二
十
六
円
二
十
五
銭
六
厘

　
　
　

別
院
復
興
費
―
―
―
―
―
―
三
十
万
二
千
七
百
五
十
九
円
六
銭
五
厘

　
　
　
　
　

旧
境
内
建
設
諸
費
―
―
―
―
七
万
六
千
七
百
四
円
六
銭
五
厘

　
　
　
　
　

諸
殿
堂
再
建
事
務
費
―
―
―
二
十
二
万
六
千
四
十
五
円

　
　
　
　

総　

計
―
―
―
―
―
―
―
―
―
百
四
十
九
万
二
千
七
百
八
十
四
円
三
十
九
銭
八
厘

　

建
築
用
の
材
木
は
飛
弾
国
加か

す

ら
須
良
（
岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
）
ヤ
リ
ト
谷
官
林
・
冲
谷
官
林
の
払
下
げ
を
受
け
、
庄
川
を
利
用
し
、
越

中
伏
木
港
（
富
山
県
高
岡
市
伏
木
港
町
）
か
ら
、
日
勝
丸
（
二
千
噸
）
と
浦
潮
丸
に
よ
り
、
津
軽
海
峡
を
経
由
し
て
横
浜
港
に
運
輸
、
そ

れ
か
ら
引
舟
で
鶴
見
川
を
溯
上
し
、
三み
か
ど角
に
荷
下
し
て
い
ま
す
。
三
角
か
ら
は
現
在
の
豊
岡
通
り
に
ト
ロ
ッ
コ
を
敷
設
し
、
工
事
現
場
ま

で
運
搬
し
た
よ
う
で
す
。

　

次
は
大
梵
鐘
の
鋳
造
で
す
が
、
大
梵
鐘
は
ど
こ
で
何
時
鋳
造
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
英
文
に
よ
る
小
石
川
兵
器
廠
説
も
あ
り
ま
す
が
、

鶴
見
建
功
寺
十
五
世
枡
野
宏
道
師
の
日
記
『
驢
事
馬
事
』
に
よ
り
ま
す
と
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
月
十
九
日
、
山
内
で
地ふ
い
ご鎮
祭
を

行
い
、
翌
二
十
日
午
前
十
一
時
に
鋳
込
み
、
午
後
五
時
半
に
終
了
し
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
梵
鐘
の
図
案
は
、
報
知
新
聞
（
読
売
新
聞
）

の
公
募
に
よ
り
、
渡
辺
仁
の
作
品
を
採
用
し
、
鋳
造
師
は
高
橋
才
治
郎
と
西
沢
吉
太
郎
で
す
。
ま
た
長
谷
川
常
太
郎
設
計
に
な
る
大
仏
様

式
の
鐘
樓
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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最
後
に
、
現
在
に
お
け
る
伽
藍
の
主
要
建
造
物
一
覧
を
掲
げ
て
お
き
ま
し
た
。
建
造
年
の
項
に
お
け
る
Ｍ
は
明
治
、
Ｔ
は
大
正
、
Ｓ
は

昭
和
、
Ｈ
は
平
成
で
す
が
、
そ
の
他
関
係
事
項
も
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
全
五
十
余
棟
の
う
ち
、

十
八
棟
は
国
指
定
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
十
分
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
追
記
）

　
『
佐
久
間
権
蔵
日
記
』
大
正
三
年
七
月
十
九
日
に
「
本
山
ニ
テ
昨
年
十
月
大
梵
鐘
鋳
造
ニ
失
敗
セ
シ
ガ
、
昨
十
八
日
午
前
一
時
頃
ヨ
リ
再
鋳
造
ヲ
始
メ
黎
明
頃
竣

工
セ
シ
ヨ
シ
、
昨
朝
当
停
留
処
ニ
テ
シ
レ
リ
」
と
あ
り
、
ま
た
同
二
十
三
日
に
「
本
日
ハ
早
朝
（
朝
飯
前
ニ
）
ヨ
リ
本
山
ノ
荒
神
堂
ニ
坂
成
老
師
ヲ
訪
問
シ
、
又

十
八
日
ニ
鋳
造
セ
シ
大
梵
鐘
ヲ
観
覧
ス
、
該
梵
鐘
ハ
イ
ガ
タ
ノ
土
ヲ
ケ
ヅ
リ
ヲ
リ
テ
、
実
物
ハ
未
タ
ミ
エ
ヌ
ヨ
シ
」
と
あ
り
ま
す
。


